部活動地域移行の全国の現状

１　部活動の地域移行の基本的な考え方　（スポーツ庁、文化庁）
●少子化の問題　　●教員の働き方改革の問題　
[bookmark: _GoBack]　部活動の地域移行は、単に現状の部活動を地域に移すということではなく、部活動改革後は、文化芸術・スポーツ活動に限定せず、中学生の「やってみたい」に応えるために、地域伝統活動やボランティア活動、学習などを含めた生涯学習活動となる。中学生は一つの活動に専念するだけでなく、複数の活動に取り組むことも可能となり、この多様な活動に取り組む体制整備が、中学生が多様な地域や多様な世代に触れる機会の創出につなげる。
　　　　　　文化芸術活動　　スポーツ活動　　地域伝統活動
　　　　　　　学習　　　ボランティア活動　　などの様々な活動に参加する
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２　今後のスポーツ庁・文化庁の動向
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【活動例】

月 火 水 木 金 土 日

バレー バレー バレー バレー バレー

月 火 水 木 金 土 日

バレー 水泳 卓球 バレー 英会話



Aさんの場合

Bさんの場合
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2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年

R５年 R６年 R７年 R８年 R９年 R１０年 R１１年 R１２年 R１３年 R１４年 R１５年

休日の部活動を廃止 平日を中心に移行促進

・部活動地域クラブの認定要件の方法を国が示す

・「　地域移行　」⇒「　地域展開　」に変更

　　　　次期移行期間は6年間  　　

２０２４/１１/１

改革推進期間：3年間　

改　革　実　行　期　間　:　6年間

実行期間　：　前期 実行期間　：　後期


